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ためのアルゴリズムである。L-システムは $G=(V, \omega, P)$というタプルとして定義さ
れ、 ここで Vは置き換え可能な要素である変数を含む記号の集合である。 $\omega$は V
に含まれるイニシエータであり、 システムの初期の文字を示す。 $P$ は生成規則の
集合であり、生成規則は、変数を定数と他の変数との連結に置き換えるための方
法を定義する。 L-システムの動作の流れでは、 まず初期状態から始まり、 それに
繰り返し規則が適用されることで文字列が生成されていく。結晶の描画のために
用いた手法はタートルグラフィクスというものである。タートルグラフィクスは、










































ム性を取り入れるために $L$ -systems を発展 図 4
させた確率的文法を使った。
パラメ トリック L-システムや確率的 L-システムは、湿度と気温に応じて育ち
方を変える雪の結晶を表現するために有用であり、他にも使い道があると考えら
れる。現段階では実現できていないが、描画データに面を張り付け、 $3D$ ポリゴン
モデルとすればよりリアルに表現できるだろう。更に最終的には $3D$ プリンター
で実際に雪の結晶の成長パターンのモデルを出力することなども考えている。
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